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９月26日（火）、本年度は参集とオンラインのハイブリッド方式で評議員会を開催しました。
冒頭で、４年ぶりにセンターに参集し、ペアやグループで対話をする受講者の姿を動画で紹介すると、
評議員の皆さんから、「先生方がこのセンターに集まり、様々なテーマについてお互いに学びを深めて
いる姿に接し、教員の研修がパワーアップし、力強くなってきている」という感想をいただきました。

センター評議員会 開催
出席評議員（敬称略）

鳥谷越 浩子 長野県高等学校長会 副会長
井坪 秀明 長野県国公立幼稚園長会 会長
山田 直幸 長野県ＰＴＡ連合会 副会長
中川 雅能 長野県高等学校ＰＴＡ連合会 副会長
近藤 守 長野県市町村教育委員会連絡協議会 会長
青栁 信雄 塩尻市中央公民館 館長
奥原 しげ子 塩尻商工会議所 女性会 会長
香山 瑞恵 信州大学工学部電子情報ｼｽﾃﾑ工学科教授
滝沢 克子 信濃教育会教育研究所 部長
堀江 三定 長野県産業教育振興会 会長
伊藤 かおる 株式会社ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ･ｱｲ代表取締役社長
矢野口 仁 松本大学教育学部教職支援室 講師

様々なお立場から貴重なご意見をいただきました。今後の事業運営、研修づくりに反映させてまいります。

※今年度の評議員会の要旨はセンターのホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

〔 評議員会でいただいたご意見（抜粋）〕
◆「対話」を大事にしながら、自身の実践の省察とそれを再構成していくために、工夫した研修講座を運
営されていてありがたい。大事な視点である。

◆現状の教育課題として話題になっている「探究的な学び」「個別最適な学び」などに対応する講座を実
施し、研究主任や教務主任等へ積極的な受講を促しながら、さらに「教職員研修会サポート」を通し、
受講者の学びが学校内で共有され、実践に生かされるようにしたい。

◆キャリア教育を単に進路選択や学校選びのための手段ととらえるのではなく、一人一人が長野県でどう
生きて働くのかというイメージをもち、学びと未来とを結びつけられるようにするものとして、そのノ
ウハウを共有できる場を作れないか。

◆教科横断的な研修の一環として、「STEAM教育」のような次世代の人材育成にかかわる研修や、「情
報科科目」の研修を充実させてほしい。

◆研修の中には、「目的」と「手段」に齟齬が見られるものもあるのではないか。対話やワークショップ
も大事だが、それありきではなく、目的達成のために何が必要かという視点で運営につなげてほしい。
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◆受講者の感想◆

中学校・高校英語 基礎Ⅱ ～楽しみながら力がつく言語活動～ ６月16日（金）

この講座は、生徒の思考を促す言語活動を、どのように授業に取り入れたらよいかを見出すことがねらいです。そのために、
英語を使った様々な活動を受講者が体験し、学習指導要領に示されている「対話的な言語活動」について理解を深めまし
た。

生徒の立場で様々な言語活動を体験でき、授業がコ
ミュニケーションの場になる、「対話的な言語活動」につい
て理解できました。
Small TalkやTriangle Debateなど、やりとりが必要な

活動を早速取り入れたいです。

Island Survival のように、生徒が楽しみながら、英語を
話したいと思う題材や設定を考えたいと思いました。
活動の中に情報共有（sharing）を設けるだけで、質の

高い言語活動になることも分かりました。

Warm-Upで行われることが

多い「しりとり」は、「対話的な言

語活動」かどうか、目指す資

質・能力を育むことができるか、

体験を通して考えました。

“Island Survival”をテーマに、無人島で見

つけたものを使って、生き残る方法を考え、そ

れを英語でどう表現したらよいかを、「話すこと

［やりとり］」の活動を通して学びました。

各グループの代表者による発表を聞くこと

で、さらに理解を深めることができました。

楽しみながら、お互いの考え

を伝え合うことで、どのような効

果があるのか、学びを深めまし

た。

また、体験した言語活動を

授業に取り入れる際の段階的

な指導や、グループ分けの工

夫などについても考えました。

演習 (グループワーク)

◆◆受講者ふりかえりから◆◆

・気になる子に対して、“何とかしなければ”と

いうことばかり考えてしまっていたことを反省

した。よい所を大切に、その子のこともみんな

のことも“ひいき”してあげるという考え方は

とても温かいと思う。そんな支援ができるよう

になりたい。

・クラスの中の気になる子に特に目を向けがち

だが、周りの子へのフォローも大切にしようと

感じた。

本講座は通常の学級に関わる先生方向けの講

座で、「小学校」の先生を対象に開催しました。

（「中学校」は１０月６日「高校」は７月１０日）インク

ルーシブな教育の実現を目指し、クラスの中で対人

関係面、行動面、学習面などで、特別な支援を必要

としている児童生徒の理解を深め、具体的な支援

方法について講義や演習を通して学び、日々の実

践に生かすことをねらいとしています。

植草学園短期大学 漆澤 恭子名誉教授に「子

どものつまずきの要因や背景」「具体的な支援の仕

方のアイディア」「多様性を認め共に成長する集団

づくりの考え方」についてご教示いただきました。そ

れを踏まえ、グループごとに「１５分解決法」を用い

て事例検討を行いました。お互いの支援について、

実践のアイディアを出し合い、「自分にはない視点

に気づけたり、同じ悩みに共感できたり、帰校後の

実践のヒントが得られた」という感想が多く寄せら

れました。

クラスの中の気になる子の支援 基本１

～小学校 通常の学級～ ８月２４日

今年度の研修講座の様子（教科教育部，生徒指導・特別支援教育部）
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多くの先生方に、国語、算数・数学、理科の「休みの課題帳」をご利用いただいています。

身近な生活場面を題材にした、ちょっと思考が必要な問題を用意しています。 

今回は、年末年始休みの課題帳から、中学校１年生の数学の課題の一部を紹介します。 

 

「年末年始休みの課題帳」ご活用ください！ 

教育情報 → 「学びの広場」 → 休みの課題帳 

このような問題を準備しています。ぜひ、ご活用ください。 
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